
　　ＮＦκＢと慢性炎症

　　NFκＢの過度の活性化は炎症反応を進展させる。

　　　活性化されたＮＦκＢは炎症性メディエーターを産生し、
　　　それがされにＮＦκＢを活性化して炎症は拡大、進展する。
　　　

　　　１、ＮＦκＢが活性化されると炎症性サイトカインやＰＧＥ２などの炎症性メディエーター
　　　　　が産生される。

　　　２、ＮＦκＢが活性化されると活性酸素を生成するキサンチンオキシダーゼを生成する。
　　　　　 　　　　　→　Ｏ２-　・　Ｈ２Ｏ２を産生する（酸化ストレス）

　　　３、ＮＦκＢが活性化されるとＮＯを産生するＮＯ合成酵素を生成する。
　　　　　 　　　　　→　ＮＯ産生（酸化ストレス）

　　　４、ＮＦκＢが活性化されると、ＣＯＸ-２を介してアラキドン酸からＰＧＥ２が産生される。
　　　　　このＰGE２は痛みの域値の低下を来たす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　５、これらのPGE２、O２¯、H２O２、NOは酸化ストレスとしてNFκBをさらに活性化して
　　　　　炎症は拡大、進展する。


